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【学習計画】
単元 学習の目標（評価の観点：評価方法）
オリエンテーション
1章　方程式・式と証明 多項式の展開および因数分解を行うことができるようになる。

１節　多項式・分数式の計算 二項定理を用いて，式の展開や一般項の係数を求めることができるようになる。

１．多項式の乗法と因数分解，二項定理 多項式の除法を筆算を用いて行うことができるようになる。
２．多項式の除法 分数式の加法・減法・除法を計算することができるようになる。

２節　2次方程式
１．複素数とその計算 複素数の定義を理解し，四則計算ができるようになる。
２．2次方程式の解 複素数の範囲で2次方程式を解くことができるようになる。
３．解と係数の関係 解と係数の関係を理解できるようになる。

複素数の範囲で2次式の因数分解ができるようになる。

前期中間考査および考査の振り返り 定期考査を活用し、自らの学習を振り返る。
３節　高次方程式

１．因数定理と簡単な高次方程式 因数定理を用いて，高次方程式の解を求めることができるようになる。
４節　式と証明

１．恒等式 恒等式の定義を理解し，等式の証明ができるようになる。

２．不等式の証明 不等式の性質や相加平均・相乗平均を用いて，不等式の証明ができるようになる。

① ② ③ ① ② ③

２章　図形と方程式
１節　点と直線 ２点間の距離を求めることができるようになる。

１．２点間の距離 内分と外分を理解し，内分点と外分点の座標を求めることができるようになる。

２．内分点・外分点 与えられた条件から，直線の方程式を求めることができるようになる。
３．直線の方程式 公式の成り立ちを理解し，公式を用いて点と直線の距離を求めることができるようになる。

２節　円
１．円の方程式 条件から円の方程式を求めることができるようになる。

論理的思考力

考察力

洞察力

自己実現力

観点 観点

実際評価
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・日常的パフォーマンス評価 ・日常的パフォーマンス評価
・課題への取組 ・課題の提出状況など

・定期考査 ・定期考査 ・授業への取り組み
・小テスト・課題への取り組み ・数学的パフォーマンス評価 ・数学的パフォーマンス評価

・直線の方程式や円の方程式の特徴に
ついて理解し、円と直線の交点の座標
や共有点の個数を求めることができる。
・三角関数のグラフの特徴を理解し、方
程式や不等式を解くことができる。

・直線や円の方程式，三角関数につい
て、コンピュータなどを活用して多面的に
考察することができる。
・日常や社会の事象などを数学的に捉
え、問題を解決することができる。

・図形と方程式、三角関数の考えを用いて考察す
るよさを認識し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとし
ている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善しようとしている。

★何で評価するか ★何で評価するか ★何で評価するか

4

月

・課題への取組 ・数学的パフォーマンス評価

自己評価
★単元ごとの評価規準 図形と方程式、三角関数 ★7月上旬～9月下旬までの学習内容

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度
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・定期考査 ・定期考査 ・授業への取り組み

・小テスト・課題への取り組み ・数学的パフォーマンス評価 ・課題の提出状況など

・多項式の展開及び因数分解，除算ができる。
・複素数の計算ができる。
・2次方程式の解と係数の関係を理解することがで
きる。
・恒等式や不等式の証明をすることができる。

・二項定理を用いて，多項式の展開を効率よ
く行ったり，求めたい項の係数を算出すること
ができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に
捉え，高次方程式を問題解決に活用すること
ができる。

・多項式や複素数，因数定理を用いて、考
察するよさを認識し、問題解決にそれらを活用
しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づ
き判断しようとしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善しようとしている。

★何で評価するか ★何で評価するか ★何で評価するか

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度

学習の到達目標

★評価規準 Ａ：十分満足できる Ｂ：概ね満足できる（基準） Ｃ：努力を要する

基盤的学力

表現力

協働力

育成を目指す
資質・能力

使用教科書 数学Ⅱ　Standard（東京書籍） 副教材

★単元ごとの評価規準 方程式・式と証明 ★４月～6月下旬までの学習内容

傾聴力

情報活用能力

継続力

復元力（折れない心）

①方程式・式と証明，図形と方程式，三角関数，指数関数・対数関数および微分と積分について理解を深め、事象を数学的に表現・処理したりする技能を身に付
ける。
②方程式・式と証明，図形と方程式，三角関数，指数関数・対数関数および微分と積分の学習内容を事象の考察に活かし、解決の過程や結果を振り返ることで
論理的思考力・考察力・判断力・表現力を身につける。
③数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改
善したりしようとする態度や創造性の基礎を身につける。

課題解決能力

コミュニケーション能力

行動力

自己肯定感

判断力

創造力

共感力

★シラバス(学習の手引き)★ 5 年度版
Ａｂａｓｈｉｒｉ　Ｋｅｉｙｏ　ＨＩｇｈ　Ｓｃｈｏｏｌ

教科 数学
学科 普通科

学年 2

ＳＴＡＧＥ　数学Ⅱ＋B

学校教育目標 高い志を立て、自己を練磨し、社会に貢献する人間の育成（立志・練磨）

年

科目 数学Ⅱ 単位数 4 単位

基礎的読解力

自己管理能力



２．円と直線 円と直線の共有点の座標や個数，接線の方程式を求めることができるようになる。

前期期末考査および考査の振り返り 定期考査を活用し、自らの学習を振り返る。
３節　軌跡と領域

１．軌跡とその方程式 直線や円を描く軌跡の方程式を求めることができる。
２．不等式が表す領域 不等式の示す領域を図示することができるようになる。

３章　三角関数
１節　三角関数

１．一般角と弧度法 角度を度数法，弧度法の両方を用いて表すことができるようになる。
２．三角関数 角を第4象限まで拡張して，sin,cos,tanの値を求めることができるようになる。

① ② ③ ① ② ③

３．三角関数の性質 0°から180°の範囲での、三角関数の関係性について理解している。

４．三角関数のグラフ 三角関数のグラフを描くことができるようになる。

５．三角関数を含む方程式・不等式 三角関数を含む方程式・不等式を解くことができるようになる。

２節　加法定理
１．加法定理とその応用 加法定理および倍角の公式を用いて，三角関数の値を求めることができるようになる。

２．三角関数の合成 三角関数の合成を行うことができるようになる。
４章　指数関数と対数関数

１節　指数関数
１．指数の拡張 指数法則を用いて計算ができるようになる。累乗根の値を求めることができるようになる。

２．指数関数のそのグラフ 指数関数のグラフを描くことができるようになる。
指数を含む方程式・不等式を解くことができるようになる。

後期中間考査および考査の振り返り 定期考査を活用し、自らの学習を振り返る。
２節　対数関数

１．対数とその性質 対数の定義を理解し，値を求めることができるようになる。
２．対数関数のグラフ 対数関数のグラフを描くことができるようになる。

対数関数を含む方程式・不等式を解くことができるようになる。
３．常用対数 常用対数の性質を理解することができるようになる。

５章　微分と積分 常用対数を用いて，整数の累乗の桁数を求めることができるようになる。
１節　微分の考え

１．導関数 平均変化率，微分係数の定義を理解し，これらの値を求めることができるようになる。

導関数の定義を理解し，導関数を求めることができるようになる。
２．導関数の計算 導関数の性質を理解し，放物線上の点における接線を求めることなどに活用することができる。

３．関数のグラフと増減 増減表を作ることができるようになる。
増減表を用いて，極値を求め，3次関数のグラフを描くことができるようになる。

学年末考査および考査の振り返り
２節　積分の考え 原始関数の定義を理解し，これを求めることができるようになる。

１．原始関数 不定積分を求めることができるようになる。
２．定積分 定積分を求めることができるようになる。
３．面積 定積分を活用して，曲線と直線で囲まれた図形の面積を求めることができるようになる。

◎前期振り返り ◎後期振り返り ▶備考

観点

自己評価 実際評価

観点

② ③①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 ① ② ③ ①
★最終評価総括（自己評価／実際評価） 自己評価総括 実際評価総括

・定期考査 ・定期考査 ・授業への取り組み
・小テスト・課題への取り組み ・数学的パフォーマンス評価 ・数学的パフォーマンス評価
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2

1
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・日常的パフォーマンス評価 ・日常的パフォーマンス評価
・課題への取組 ・課題の提出状況など

・指数関数・対数関数について理解し、グラフの特
徴を用いて、方程式や不等式の解を求めることが
できる。
・微分や積分の考えを用いて、3次関数のグラフを
描いたり、曲線と直線で囲まれた面積を求めること
ができる。

・指数関数・対数関数、微分と積分の考えを日常
の事象に活かし、問題を解決することができる。
・事象を指数関数および対数関数、微分・積分の
考えを用いて、考察するよさを認識し、問題解決に
それらを活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠
に基づき判断しようとしたりしている。

・指数関数・対数関数、微分と積分の考えをさらに
主体的に学ぼうとしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善しようとしている。

★何で評価するか ★何で評価するか ★何で評価するか

★単元ごとの評価規準 指数関数・対数関数、微分と積分 ★10月上旬～3月下旬までの学習内容

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度
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